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的な困窮に加え、抗議者をイデオロギーと宗派を越えて団結させることになった共通の要因は、宗派や民族的な背景 関係なく、全シリア人に って民主主義と表現の自由がない いうこ である。　
体制と軍の有機的な結合は、現









スカスやアレッポ出身 スンナ派の特定の商人やビジネス階級に支配階級との有利な関係を享受させてきた。これによってアラウィー派は権力を維持し、体制は政治的な安定を確保できた。また、スンナ派の商人は、議員になることで権益を確保し、結果として支配エリート層の拡大と、支配エリートによる国家権力独占の維持に利益を見出す層を生み出 ダマスカスやアレッポ 街頭で大規模な抗議行動が起こっていないようにみえるのは、これに要因の一部がある。しかし、現在の情勢は西側からのさらなる経済制裁を招き、観光産業は消滅し、投資家はシリアでの事業を取りやめ スンナ派商人やビジネス階級のなかに
は、国外に資金を移動させる者も出てきている
10。また、民衆蜂
起が弁護士や医師などの専門職の人々を巻き込むことに成功したことで、この二つの主要都市も新たな局面に入る兆候があ 。専門職集団による抗議運動へ 人道的支援と医療援助 より、これらの専門職集団は体制側と直接対峙することになり、終 的 は現場で反体制側を団結させることにもなるだろう。三．地域的および国際的環境　
シリア体制の将来像に対する中











ルコの報道機関がシリアでの抗議運動の暴力的な弾圧を大 的に報じ、難民が続々とトルコに流入することで、トルコ政府に国内的な圧力がかかり、トルコはアサドを支持し続けること 困難 なった。トルコへの流入難民は、シリア軍からの離反者を多く含んでおり、これらの が自由シリア軍と呼ばれる武装集団を組織している。この集団 メンバーの大半はシリア国内にいるが、そ 指導者的立場にある司令官リヤード・アル＝アスアド大佐と兵士たちは現在トルコにい トルコとこの自由シリア軍との明白な関係は、シリア体制に対するトルコの政策の大きな転換を示 もので 。　
トルコに続き、中国とロシアも
シリアに改革の実行を呼びかけている。しかし、中国とロシ はこれまでのところ国連安全保障理事会がシリアへの非難決議を起草することを阻んでいる。自国内にチベット人やウイグル人といった少数民族問題を抱え 中国は、安保理が特定国の内政問題に干渉することを強く警戒している。一方ロシアは、中東地域における戦略的同盟国であり、 重要な軍事的・経済的基地であるシリアを失いた
くないと考えている。シリアのタルトゥースとラタキアの両港にはロシアの海軍基地があり、シリアは中東におけるロシアの最大 武器輸入国であると見られている。もし西欧諸国 支えられた反体制勢力がシリアを支配す ようになれば、これらの関係 対す 大きな脅威になるだろう。 したがって、シリアの現体制の存続は、ロシアが現在ある基地を通じ、 での軍事的・政治的影響力を維持する上で極めて重要なのであ 。　
民衆の抗議運動にも関わらず、













中心に形成された地域間調整委員会を運動の原動力にしている。分散的な組織を維持し、イデオロギーを超えて全国民に通じるスローガンを使って人々を 員し、宗派、宗教および階級 分断を乗り越えたことに彼らの成功がある。だが他方で、リーダーシップの欠如は、彼らの現場で 努力と亡命反体制派の活動を結び付けることを困難にしている。　
抗議者に対する軍事力行使の拡
大は、隣国のイラクやレバノンで起こったような長期化した宗派抗争に陥らないために、アラウィー派さえも含め 少数派が現体制から距離を置くように作用するかもしれない。国が市民に対して容赦なく暴力を行使してき ため、多くのシリア人は自分と家族を守る
ために武器を持つことを余儀なくされている。リビアの反体制勢力が武力によってカダフィを倒壊させることに成功したことで、体制側の軍事的弾圧に耐えてきたシリアの人々にとって、リビアの例が魅力を増すかもし な 。しかし現在まで人々が運動の暴力化を拒否し続けている事実は、民衆の道義的支援と国際社会 らの共感と行動をいっそう引きつけ ためは、自分たちの運動が平和的であることが必要だとい 人々の高い意識を示すものである。五．結論　
シリアの現体制は、階層構造も
組織も統一した指導層も持たない民衆運動に直面している。イデオロギー的・宗派的な背景が明白でない若者が中心となるこの運動は、追跡困難な通信手段によって民衆の組織と動員を行っており、これが体制に って の抑圧を一層困難にしている。彼らの反体制活動は、警察や軍 の対決の経験をもとに変化し 日々発展している。こうしたことが、体制側逮捕や殺害を繰り広げても、現在まで抗議運動を抑え込むことに失敗している理由である。さら 、抗議運動は主に地方 起こり、徐々に都市部へと広がっている。シリア社会がこのように抗議運動
を取り込んで行っているという事実は、この運動が広範な地理的基盤に支えられていることを示している。既に三つ 国 強固な権威主義体制が崩壊し、他の国の政権も民衆の抗議に直面しは、シリアにおける抗議運動にはずみを与え、逆に体制 とっ は市民を暴力的に弾圧することの危険性を増大させたのである。　
これまでの経緯で明らかになっ
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